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計算の途中経過も含めて丁寧に綺麗に書くこと．答えのみの答案や書き散らしたような答案は採点しない．

問１．次の関数を微分せよ　　　　（各10点）
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問2　関数y=f(x)が点aの近くで2回微分可能で、f’’’(x)が連続であるとする．　　（各10点）


（1）x=aにおいて、関数f(x)が極小値となるときの条件を記述せよ．

（2）x=aにおいて、関数f(x)が極大値となるときの条件を記述せよ．

問3. 次の関数のグラフを作成するとともに、極値を調べよ．　　　（グラフ10点、極値20点）
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